
グローバル人材育成カリキュラム開発授業指導案 
指導者 高橋詩穂 

研究主題 
言葉や文化の違いを認め合い，さまざまな人たちとすすんで関わり合える子の育成 

高学年におけるめざす子ども像 
自他国の文化の違いを理解し，その多様性を認め合いながら，さまざまな人とすすんで関わりあう 

 
１．教科名 音楽 
２．単元名 世界のいろいろな弦楽器の音色を味わって聴こう  
３．教材とグローバル人材育成の接点 
 楽器は、私たちの生活の中から生み出された音であり、人々の暮らしや文化と密接に関わっている。

また楽器は、文化交流の中で互いに影響しあって来た。例えば、アラブ音楽の中心的な弦楽器であるウ

ードは、イスラム文化の広がりと共に西アジアから北アフリカまで広く演奏されているのみならず、ヨ

ーロッパのリュートやウクレレ、日本や中国の琵琶などの原型とも言われる楽器である。また子どもた

ちが、日本の伝統楽器として学習し、その音色を味わいながら演奏した三味線も、このウードと同じ仲

間の楽器である。子ども達にとって身近な楽器は、実は広く世界にルーツを持つものであることに本授

業を通して気づかせたい。 

 
５．本時について 
・日時 平成２９年１２月８日（金） 第１校時（８：５５～９：４０） 

・学年・組 ５年２組 ３５名 

・場所 音楽室 
・本時の目標 
 世界の多様な弦楽器の音色を味わい聴くことを通して、そのよさや面白さを感じ取る   

 
・本時の展開 

学習の内容と活動 指導上の留意点 

◯「アラブ諸国」や「イスラム圏」という言葉

から思いうかぶことをあげ、音楽について知ら

れていないことを知る。 

 

○ウードについて知り、その音色を聴く。 

 

 

○ウードと同じ仕組みである様々な弦楽器の音

色を聴き比べる。 

 

 

◯三味線と同じ仲間である世界の多様な弦楽器

の音色を聴いて、気づいたこと感じたことを交

流する。 

●京都で伝承されている柳川三味線であること伝え、自

分にとってより身近な楽器であることに気づかせる。 

 

 

●今なお演奏される楽器であることを知らせながら、音

色を味あわせたい。 

 

●リュート、シタール、ウクレレ等の特徴に注目しなが

ら、それぞれの類似点や違いを整理させることによっ

て、それぞれの音色の面白さや良さに気づかせたい。 

 

●日本の伝統楽器である三味線も、世界の他の国や地域

の楽器とつながりがあることに気づかせたい。 

・評価 
 多様な弦楽器の音色を聴き比べる活動を通して、それぞれのよさや面白さを感じ取ることができたか 

17-12　授業解題

島名：グローバル・イシュー 

教科（領域）：音楽 

単元（教材）：世界のいろいろな弦楽器の音色を味わって聴こう 

対象：５年２組 

授業者：高橋 詩穂 

1. グローバル・スタディーズの観点からみた本授業の「強み」

 この授業のグローバル・スタディーズとしての目標は，世界の多様な弦楽器の音色を味

わい聴くことを通して、多様な音色の良さやそれぞれの楽器のつながりに気付くことであ

る。音楽科の特徴は，表現や鑑賞の活動を通して多様な文化のありように直結した体験が

できる点であろう。 

この授業は，最近はテロや内戦のイメージが強いアラブ諸国について，まず，その音楽

を知っているかを児童に問いかけた。やりとりを通して児童は，アラブ諸国については石

油，イスラム教，戦争，といった固定的なイメージがあり，具体的なことがわかっていな

いことに気づいた。そして，アラブの文化も宗教や戦争以外の多面性を持つことや，外国

に関するイメージというのはともすれば固定しがちであることに気づいていった。 

またウードというアラブ圏に広く分布する弦楽器の音を他の地域で用いられている楽器

の音と比較しながら鑑賞し，それぞれの音の感じを言語化した。そして，各地の楽器がつ

ながりを持つこと，それはこれまで学んできた三味線にも影響を与えていることを確認し

た。これらの活動を通して，子どもたちは様々な地域の文化が互いにつながりを持ってい

ることを理解することができた。 

このように，音楽や楽器という具体的で身近な教材を通して文化に関する児童の認識に

働きかけることができたことがこの授業の強みである。 

2. グローバル・スタディーズのカリキュラム開発に向けて

 伝統音楽として低学年から体系的に日本の音楽や楽器に触れてきた。そういった基盤の

上にどのように多様な文化の音楽や楽器を通じた学びを積み重ねていくか，今後も新たな

提案がなされるものと期待している。 

 授業では様々な楽器の音色を手掛かりに文化のつながりを考えていた。もう少し時間を

取ることができれば，楽器の音色からさらに発展して，各地の音楽のリズム，旋律など音

楽を形作るその他の要素にも比較対象の範囲を広げることができ，小学校高学年の音楽科

の教育課程との結びつきを明確にすることが可能になるのではないか。 
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